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Abstract 
 This study clarifies the stages and fundamental changes and the characteristics of modern 
Chinese foreign policy. The purpose of this study is to analyze the foreign policy based on the 
characteristic of Xi Jinping who became the president since 2013, and to clarify whether there is 
a personal charm, also known as 'Xi's diplomacy', has any domestic and overseas effect on China. 
Among the various factors that influence and constrain foreign policy, the charisma of policy 
makers is the most interested in this study. 
Xi Jinping president has been hypothesized that he has the charisma, but this is different from 
the definition of Max Weber. This report will analyze the diplomatic policy that influenced by Xi 
Jinping's personal charisma via the research of diplomatic means and the distinctive foreign policy.  
For the research in the future, I would like to further refer to the opinions of scholars in Japan and 
abroad. Furthermore, the features of the charisma and the foreign policy of Xi Jinping president 
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 1950 年代後半から 60 年代にかけて,中国は新しい情勢に直面した。米国は中国を敵視、孤立させ、
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根絶しなければならない」と要求し、公金浪費を断固として根絶することを強調した。5 年間の持続
的な努力の結果、中国共産党は特権階級で不正の気風を抑えてきた。 



























年 9 月と 10 月に、中国の習近平国家主席が中央アジアと東南アジアを訪問した際に、関連諸国とと
もに「シルクロード経済ベルト」と「21 世紀の海上シルクロード」を築くことを提案した。習近平国
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株有限会社に売却することに合意し、港と周辺の 1 万 5000 エーカー(約 60.7 平方キロメートル)の土
地を工業団地として中国の会社に賃貸し、99 年間中国がこの地域の開発に投資することに合意した。
この協定は同年末に正式に発効した。2018 年、ここでの年間貨物取扱量は前年比 1.6 倍に増加し、す
でに多くの企業、銀行、代理店がここで事務所や支店を開設していた。現在、ハンバントタ港の労働
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  「FT 中文網」30の記者の現地調査によると、中国のプロジェクトは現地で賛否両論が行っている31。
現地の調査員によれば、プロジェクト調査内容はスリランカ内戦後のインフラ再建だった。調査によ
るとスリランカの多くの一般民衆は、ここでの中国プロジェクトは彼ら自身にはあまり利益を与えて
いないと考えていた。例えば、2014 年に中国が 17 億 8000 万人民元を出資して、スリランカに建設
した空港高速道路の運用が正式に始まると、空港からコロンボ市内までの所用時間は 1 時間半から 20
分に短縮された。しかし、この道は有料で、一般民衆の収入が上がらないという前提の下では、一般
市民は節約するために高速道路が使用しない場合が多い。          
中国がスリランカに建設したハンバントタ国際空港は、1 日に最大 2 便の定期便しか運航されてお
らず、世界で最も利用客が少ない空港とされている。2014 年には、3000 便でわずか 2 万人ぐらいの
乗客がこの空港を訪れたとされている。2015 年の状況はさらに深刻だった。公式データによると、同
空港の利用客は 2739 人まで減少し、貨物輸送量は前年の 68.9 トンから 1.2 トンに低下した。 
 中国が建設したクリケット場の使用率も低いままであった。これらの大投資・低リターンのプロジ















2017 年 4 月 19 日に「スリランカがインドと協力覚書締結に合意し、スリランカのコンテナターミ
 
30「FT 中文網」とはイギリス「金融時報」の中国語版。 
31 崔莹、「『一帯一路』给斯里兰卡給斯里蘭卡帶來了什麼？」、FT 中文網、2017 年 5 月 9 日、
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ナル（ECT）開発事業を、合同で運営する計画」を報じた。インドのモディ首相は 2017 年 5 月 12
日にスリランカを訪れ、仏教徒の祝日である「ウィッサイの日」の祝賀行事に参加する予定だった。
スリランカの大統領に就任して以来、インドのモディ首相が 2 度目の訪問となった。これに先立
ち、スリランカのラニル・ウィクラマシンハ首相は 2017 年 4 月 26 日、インドを訪問し、両国の協
力問題を話し合った。2019 年 5 月 28 日，スリランカのコロンボにおいて，コロンボ南港東コンテ
ナターミナル（ECT）の開発に関する日本、インド及びスリランカの間の協力に関する覚書が署名


























力に関する覚書の署名」、2019 年 5 月 28 日、https://www.mofa.go.jp/mofaj/ic/cap2/page6_000327.html（2019
年 12 月 25 日）。 
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